
　
養
沢
活
性
化
委
員
会
で
は
、
養
沢

川
に
ホ
タ
ル
が
自
生
で
き
る
よ
う
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
ホ

タ
ル
が
多
く
見
ら
れ
る
好
時
期
に

﹁
音
楽
と
忍
者
と
ホ
タ
ル
の
夕
べ
﹂

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
６
月
30
日
㈰
　
午
後
６
時

　
30
分
〜
８
時
30
分

▽
場
所
　
養
沢
セ
ン
タ
ー
︵
養
沢
２

　
９
０
ー
１
︶

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
限
り
が
あ

　
り
ま
す
。
終
了
後
は
、
武
蔵
五
日

　
市
駅
ま
で
の
送
り
有
り
。

▽
内
容
　
ホ
タ
ル
観
賞
、
音
楽
ラ
イ

　
ブ
、
忍
者
公
演

※
イ
ベ
ン
ト
開
始
前
に
は
、
会
場
で

　
地
元
新
鮮
野
菜
な
ど
の
販
売
が
あ

　
り
ま
す
︵
午
後
４
時
〜
６
時
︶
。

▽
定
員
　
70
人

▽
費
用
　
千
円
︵
軽
食
付
き
、
未
就

　
学
児
で
軽
食
を
希
望
し
な
い
方
は

　
無
料
︶

▽
主
催
　
養
沢
活
性
化
委
員
会

▽
申
込
み
方
法
　
６
月
24
日
㈪
ま
で

　
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
養
沢
活
性
化

　
委
員
会
　
田
中
︵
　
５
９
５
・
１

　
０
０
９
、
　s

9
r3

e
r@

b
m

a
.

　b
ig

lo
b
e
.n

e
.jp

︶

　
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

会
と
の
協
働
で
開
催
す
る
講
座
で
す
。

▽
日
時
　
７
月
10
日
㈬
、
午
前
９
時

　
30
分
〜
正
午

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
フ

　
養
沢
川
で
は
、
６
月
下
旬
か
ら
７

月
上
旬
に
か
け
て
天
然
の
ホ
タ
ル
が

飛
び
交
い
ま
す
。
養
沢
活
性
化
委
員

会
で
は
、
多
く
の
方
に
養
沢
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
養
沢
ホ
タ

ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま

す
。

▽
テ
ー
マ
　
養
沢
の
ホ
タ
ル

▽
出
品
数
　
１
人
５
点
ま
で

▽
主
催
　
養
沢
活
性
化
委
員
会

▽
申
込
み
方
法
　
８
月
１
日
㈭
︵
消

　
印
有
効
︶
ま
で
に
郵
送
す
る
か
メ

　
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
養
沢
活
性
化

　
委
員
会
　
田
中
︵
〒
１
９
０
ー
０

　
１
７
１
　
養
沢
１
１
２
７
、　s9

r

　3
e
r@

b
m

a
.b

ig
lo

b
e
.n

e
.jp

︶

　
ォ
ー
ク
に
糸
や
毛
糸
を
ま
い
て
コ

　
サ
ー
ジ
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
バ
ッ
ク

　
チ
ャ
ー
ム
な
ど
に
仕
上
げ
ま
す
。

▽
講
師
　
池
邉
尚
子
さ
ん
［
︵
公
財
︶

　 

日
本
手
芸
普
及
協
会
会
員
］

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
方

▽
定
員
　
20
人
︵
抽
選
︶ 

▽
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
も
の
さ
し

　
︵
30
セ
ン
チ
　
程
度
︶
、
糸
切
は

　
さ
み

▽
費
用
　
１
人
５
０
０
円

▽
申
込
み
方
法
　
６
月
26
日
㈬
︵
消

　
印
有
効
︶
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

　
に
﹁
フ
ォ
ー
ク
と
毛
糸
を
使
っ
て

　
作
る
花
か
ざ
り
﹂
、
住
所
、
氏
名
、

　
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

　
送
付
し
て
く
だ
さ
い
︵
返
信
用
表

　
面
に
も
必
ず
返
信
先
を
記
入
︶
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で

　
︵
２
人
の
場
合
、
２
人
分
の
名
前

　
を
必
ず
明
記
︶

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習
推

　
進
課
生
涯
学
習
係
︵
〒
１
９
７
ー

　
０
８
１
４
　
二
宮
３
５
０
、
直
通

　
５
５
８
・
２
４
３
８
︶

▽
中
央
図
書
館
　
毎
週
金
曜
日
と
18

　
日
㈫

▽
東
部
図
書
館
エ
ル
　
毎
週
月
曜
日

　
と
18
日
㈫
〜
20
日
㈭

▽
五
日
市
図
書
館
　
毎
週
月
曜
日

▽
中
央
図
書
館
増
戸
分
室
　
毎
週
月

　
曜
日
と
26
日
㈬
〜
27
日
㈭

▽
お
は
な
し
会

　●

日
時
…
６
月
23
日
㈰
　
午
前
11
時

　
〜
11
時
30
分

▽
わ
ら
べ
う
た
の
じ
か
ん

　●

日
時
…
６
月
24
日
㈪
　
午
前
11
時

　
〜
11
時
20
分

　●

対
象
…
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子

　
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▽
図
書
館
の
本
が
泣
い
て
い
ま
す
！ 

　
汚
さ
れ
た
り
、
切
り
取
ら
れ
た
資

　
料
を
展
示
し
ま
す
。

　●

日
時
…
６
月
19
日
㈬
〜
７
月
２
日

　
㈫

　●

場
所
…
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

　
ル

▽
わ
ら
べ
う
た
の
じ
か
ん

　●

日
時
…
６
月
20
日
㈭
　
午
前
11
時

　
〜
11
時
30
分

　●

対
象
…
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子

　
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会
︵
絵

　
本
と
お
は
な
し
の
会
︶

　●

日
時
…
６
月
23
日
㈰
　
午
前
11
時

　
〜
11
時
30
分

▽
ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
会

　●

日
時
…
６
月
27
日
㈭
　
午
前
11
時

　
〜
11
時
20
分

　●

対
象
…
１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子

　
ど
も
と
そ
の
保
護
者

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
月
単
位
で
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
図
書
館
で
は
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
録
音
資
料
の
作
成
や
貸
出
し

②
対
面
朗
読
︵
同
時
録
音
可
。
録
音

　
機
材
と
媒
体
を
お
持
ち
く
だ
さ

　
い
︶

③
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
版
広
報
あ
き
る
野

　
︵
音
声
版
広
報
︶
の
貸
出

あきる野市役所　☎（042）558－1111（代） 令和元年（2019年）６月15日　（６）

中
央
図
書
館

　
（
☎
５
５
８
・
１
１
０
８
）

６
月
の
休
館
日

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
へ

東
部
図
書
館
エ
ル

　
（
☎
５
５
０
・
５
９
５
９
）

五
日
市
図
書
館

　
（
☎
５
９
５
・
０
２
３
６
）

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
バ
ナ
ー
広
告
を

　
　
　
　
出
し
て
み
ま
せ
ん
か

図
書
館
か
ら
の

　
　
　
お
知
ら
せ

（以下は広告枠です）

森林レンジャーがゆく森林レンジャーがゆく

散策路の整備と木こり講座散策路の整備と木こり講座 （91）

　菅生地区では、

ボランティアによ

る「森づくり」が

進んでいます。多

くの方が、自分の

都合のつくときに

参加しています。

新しく参加を希望

する人もたくさん

います。ボランテ

携帯用

スマートフォン用

天
然
ホ
タ
ル
の

　
　
　
　
観
賞
が
楽
し
め
る

「
音
楽
と
忍
者
と

　
　
　
　
ホ
タ
ル
の
夕
べ
」

市
民
ふ
れ
あ
い
塾

「
フ
ォ
ー
ク
と
毛
糸
を

　
　
使
っ
て
作
る
花
か
ざ
り
」

養
沢
ホ
タ
ル

　
　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

ィアの作業とはいえ、森の整備は、チェーンソーなどの危険な道

具を使い、伐倒等を行うことになります。危険が伴う作業は、熟

練度と安全に相関があり、チェーンソーを使う参加者に一定のレ

ベルを維持してもらう必要があります。そのため、針葉樹林の間

伐を兼ねた伐倒などをしてもらうことがあります。

　ここで、間伐材をどのように活用するかが頭の痛いところです。

一般的な林業の施業では、間伐材が活用されることは少なく、大

半は林内に放置されます。これはこれで、朽木を食べる虫などの

餌になり、その虫もアナグマなどの餌になるため、自然の役に立

ちます。しかし、この活動では、「なるべく木材を有効に活用し

たい」と考えていました。そんな時に、菅生大沢地区で散策路を

整備しているグループから「散策路の危険な場所に木道を整備し

たい」との要望が上がってきました。そして、散策路の活動をサ

ポートする形で、間伐材を木道の部材にする作業が始まりました。

具体的には、大型のチェーンソーに特殊なアタッチメントをつけ

て、林内で間伐材を製材し、木道の路面に使う板を作ることにな

ります。

　間伐でチェーンソーの腕を磨き、林内で製材して散策路の木道

を整備するという形で森の作業が完結する素晴らしいパターンが

できあがりました。チェーンソーの技能そのものより、このよう

な流れで森を利用している方々は、森の専門家といえます。残念

なことは、まだ散策路が全線開通していないため、皆さんに歩い

てもらえる状況ではないことです。完成までには、もう少し時間

が掛かります。（杉野）

FAX

メ
ー
ト
ル

音楽ライブの様子　演奏：かふぇもか音楽ライブの様子　演奏：かふぇもか
昨年度金賞「養沢川ホタル」
　　　　　　　　撮影：荒牧敬太郎さん
昨年度金賞「養沢川ホタル」
　　　　　　　　撮影：荒牧敬太郎さん


